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商船系大学における海事人材育成に関する懇談会
（第1回）

2021年７月２日（金）

Maritime Sciences

神戸大学における
海事人材育成の全容

海事科学部・海洋政策科学部・乗船実習科

1. 深江キャンパスにおける海技者養成の変遷
２. 海事科学部・海洋政策科学部における海技者養成教育
３. 海洋政策科学部の特色
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1. 深江キャンパスにおける海技者養成の変遷
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大学・学部の改革（海技者養成の代表的な動きを中心に）

創設・拡大 1952（開学） – 1970年代
修業年限4年半、 全寮制、 男子学生のみ、
原子動力学科の新設、 商船学研究科（修士課程）の設置

質的転換 1980年代 – 1990年代
＄変動相場制、 便宜置籍船の急増、 非乗船系学科の設置、
女子学生入学、 自由入寮制（教育寮から厚生寮へ）

質的向上 1990年代 – 2003（大学統合）
卒業生の進路の多様化拡大、 博士課程の設置、 「商船学」の体系化

総合大学における海事・海洋人材の育成
「海・船」教育の充実（200名乗船）→2013年以降、社会状況に応じ縮減、
NEマネジメント分野の強化、 大学院教育の拡充、 BM一貫教育の概念導入、
NE専門分野の強化（航海・ロジ系と機関・工学系の一体化）、
QSSマニュアル制定、 STCW国際監査（EMSA）受審、
MET法人間の協働強化

2021.4 海洋政策科学部 設置
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深江キャンパスにおける入学（選択可能）定員の変遷

Maritime Sciences
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２. 海事科学部・海洋政策科学部における海技者養成教育
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２. 海事科学部・海洋政策科学部における海技者養成教育

登録船舶職員養成施設（4.5年の一貫した教育課程）→ 筆記試験免除

船舶の運航、機関の運転に関する学術を教授 → 練習船12月実習で受験

登録海技免許講習実施機関
登録電子海図情報表示装置(ECDIS)実施機関
船舶衛生管理者講習（一部）実施機関
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２. 
海事科学部・
海洋政策科学
部における海
技者養成教育

STCW条約と国内法
の対比に関する判断
（一例）
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２. 海事科学部・海洋政策科学部における海技者養成教育

免許関連開講科目とSTCW条約との対比に関する判断（一例）※注：例示は旧開講科目群が対象
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